第１学年　　道徳指導案
１　主題名　「弱さに負けず、自分に恥じない生き方をする心」【３－（３）弱さの克服、生きる喜び】
２　資料名　「いつわりのバイオリン」：出典「中学生の道徳　１年　自分を見つめる（廣済堂あかつき）」
３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値観について

人は誰でも強さと弱さ、気高さと醜さといった二面性をもち合わせている。自分自身に目を向けると、不完全な自分を自覚することは多い。毎日の生活の中で、自分の弱さや醜さ、いたらなさにとかく良心の痛みを感じることも多い。しかし、そのようなありのままの人間の姿を率直に認め、人間という存在に対して共感的理解を図っていくことは、同時にそれを克服しようとする人間の気高さにも気付くのではないだろうか。弱さと強さ。醜さと気高さ。この人間のもつ両面を自覚し、自分に恥じない生き方をしようとする人間の姿に触れることは、人がもつ人間性への信頼につながるだろう。弱さや醜さを乗り越えて生きようとする人間の強さや気高さを自覚し理解することで、自分自身に恥じない崇高な人生を目指すことにもつながっていく。人間として生きることのすばらしさを実感し、よりよい人生を生きていこうとする気持ちを育んでいくことが大切であると考える。

（２）生徒の実態について

過ちを犯しても反省の気配もない生徒もいれば、切ないばかりに悔い改めようとする生徒もいる。１年生という発達段階だけで一概に語ることはできないが、人間には必ず弱い心や醜い心がある。うそをついたり、ずるをしようとしたりする心は誰にでもある。本学級の生徒たちの様子を見ても、それは例外ではない。自分の都合の悪いことになるとうそをついたり、ごまかしたりしてしまう生徒も少なくない。しかし、そのような人間の弱さや醜さは誰にでもあるのだということに気付かせたうえで、同時に内省し改めようとする心、それが人間の気高さであるということにも気付かせたい。弱さ・醜さと気高さ・強さ。どちらの心も人間には必ず存在していることを自覚したうえで、それらを克服しようとし、自分に恥じない生き方を見出そうとする心をもつことが、本学級の生徒たちには必要であると考えた。
（３）資料とその活用について

バイオリンづくりの師匠フランクは、弟子のロビンが作った作品を自分のものと称して著名な演奏家に提供してしまう。尊敬する師匠の、目を疑いたくなるような行為に弟子のロビンは衝撃を受けるが、その後黙々とバイオリンづくりに励む。弟子のつくったバイオリンに自分のラベルを貼ってしまったフランクは、そのことをロビンに打ち明けることができず次第に心を荒廃させていく。本資料は、師弟それぞれの生き方を通し、人間の心の深淵を垣間見ることのできるものである。ロビンの尊敬していた師匠のフランクに宿る人間の弱さ醜さに、人間がもつありのままの姿を見ることができるだろう。同時に、自分の犯してしまった罪にもがき苦しみ、良心の呵責に苦しむフランクの姿に、読み手は人間の心の深淵を感じることもできるであろう。これらのことから、本学級の生徒たちは、この物語を通し「人間の弱さを認めつつも、自分に恥じない生き方とはどのようなものなのか」について自分自身を振り返りながら深く考えていくことができるだろう。そのために、中心発問では、生徒の多様な発言を板書で内容別に整理し、価値観の相違を比較・理解させることで、級友の見方・感じ方から学びを深め、自己の生き方について自覚させていきたい。この資料を通して、人間のもつ気高さと、自分自身に恥じぬ生き方のすばらしさと尊さについて深く考えさせていきたい。
（４）関連（弱さの克服・生きる喜び）

①教科　（国語）「少年の日の思い出」「にじの見える橋」　（音楽）「春（第１楽章）」「合唱練習」
（美術）「写生」「鑑賞」　　（保健体育）「生命を生み出す体への成熟」

②特別活動　 「わたしの悩み」「不安や悩みの解決」「自己理解」「教育相談」
「体育祭」「文化祭（合唱コンクール）」「３年生を送る会」「卒業式」
「講演会：命の重みと人の優しさ(被災体験をもとに)」
　　③総合的な学習　「福祉について学ぼう」「学校祭を成功させよう」
「働くということについて考えよう」
　　④道徳「弱さに負けず、自分に恥じない生き方をする心」資料：「いつわりのバイオリン」（本時）
「人間の弱さ・醜さを克服する心」資料：「一番星」
４　本時のねらい
弟子からの手紙を見て気持ちを変化させていく主人公の姿を通して、人間には弱さや醜さを克服しようとする強さや気高さがあることに気づき、自分に恥じない生き方をしていこうとする心情を育む。
５　指導過程
	段階
	学習活動・発問と予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	方価
向値
付へ
けの
	１　バイオリンづくりとその難しさについて説明する。
・ストラディバリウスなど巨匠のつくった名器は数千万円の値が。
・一人前のバイオリン職人になるのは並大抵のことではない。
	・バイオリンづくりの難しさについて説明し、資料への導入とする。

	価
値
の
追
求
把
握
	２　資料の語りを聞き、話し合う。
①涙を流したとき、フランクはどんなことを考えましたか？
ア：自分はなんてばかなことをしてしまったのだろう…。
イ：ロビンすまない…。長いこと苦しめてしまった。
ウ：こんな自分をまだ師匠として思ってくれているなんて…。
エ：昔の職人としての姿を、ロビンはまだ覚えてくれている…。
オ：ロビンの思いに応えるためにも、また一からやり直したい。

　①'
ア：自分を信じていた一番裏切ってはいけない人を裏切ってしまった。激しい後悔を感じたから。　　 （後悔の涙）
イ：一番苦しい思いをさせてしまったのは弟子のロビン。心から謝
罪したいと思ったから。　　　　　 （謝罪の涙）

ウ：人間として最低の行為をした自分をまだ師匠として思ってくれている。その気持ちに感動したから。(感動の涙）
エ：いつまでも師匠であってほしいと考えるロビンの気持ちによって職人としての誇りを思い出した。 （感謝の涙）
オ：今でも師匠として尊敬してくれるロビンのためにも、自分に恥じない生き方をしたいと思ったから。（決意の涙）
（話し合いを深めるための補助発問）

　・手紙を通して弟子のロビンが送った思いは何だったのだろう。

　・涙でフランクは何を取り戻したのだろう。
①”級友の意見を聞き、参考になったことを発表しましょう。
・私はオ。「人は誰でも過ちを犯すけど、立ち直れない過ちはない」

という意見はなるほどと思った。人間がもつ弱さは、必ず克服で

きるのだと思って勇気づけられた気がする。
・私はウ。「どんな過ちを犯したとしても、それを克服しようとすれば応援してくれる人は必ずいる」という意見には感動した。私も、自分を自分で見捨てないように生きていきたいと思った。
	・①では、ロビンに対する謝罪や自分の行為に対する後悔の念だけでなく、誠実な生き方への目覚めにも注目させていきたい。
・①では、ゲストティーチャーにも意見を求めるが、その内容は板書しない。生徒の思考を深める手段として活用する。
・①'では、かつての自分を取り戻し、生き方を改めようとするフランクの姿を感じ取らせたい。
・①”ではフランクのような人間の弱さや醜さを克服しようとする心は自分にもあることに気付かせたい。
・①”では、級友の発言を通して自分が学んだことを出し合わせ、自己の道徳的価値観の自覚をいっそう深めさせる。
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	３　話し合ってきたことをもとにこれまでの生活を振り返る。


　・私も主人公のフランクのように、誰も見ていないところで自分さえよければいいと考え、行動してしまったことがある。それで人が傷ついてしまい、私も傷ついてしまった。今日の話し合いを通して、心の弱さに負けて後悔するより、精一杯取り組んで自分に後悔しない人生を送りたいと思うことができた。
	・３では、「自分に恥じない生き方」や「立ち直れない過ちはない」など話し合いで見つけた言葉を生かして、自分の今までの生活を振り返り、その内容の実現のされ方を改めて見つめ直させる。

	終末
	４　「心のノート」をもとに、教師の話でまとめる。
・「心のノート」p82、83「育てていきたい良心に恥じない誇りある生き方」を読み、この時間に感じたことをまとめましょう。
	・良心に恥じない生き方のすばらしさと尊さについて気付かせる。


６　評価

人間には弱さや醜さがあるが、同時にそれを克服しようとする強さや気高さもち合わせていること
に気付き、自分に恥じない、良心に恥じない生き方をしようとする気持ちを高めることができる。
「自分に恥じない生き方」をキーワードにし、自分たちの周


りでそれが実現されていることを話し合ってみましょう。








ア～オのうち自分の考えに一番近いのはどれですか？そう


考えた理由や質問も発表しましょう。








